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⃝表紙の写真⃝	溶射遺産第６号: プラズマ溶射した単一ジルコニア粒子の衝突現象の超高速度ビデオ
毎秒100万コマの高速ビデオカメラを用いて，単一の溶射粒子が基材に衝突し，急速変形・急速冷却するときの挙動を世界で初めて撮
影したときの一連の画像．50 µmのイットリア安定化ジルコニア溶射粒子が170 m/sの速度で室温に保持した平滑石英ガラス基板に衝
突したときの様子．中心部と周縁部で冷却速度が大きく異なる．2006年10月30日に物質・材料研究機構 材料創製棟 溶射実験室にて
撮影．詳細は第57巻3号142頁「溶射遺産認定記事」を参照.	 （産業技術総合研究所　篠田健太郎，物質・材料研究機構　黒田聖治）

掲載済みの論文のうち最近のものは，（独）科学技術振興機構（JST）「科学技術情報発信・流通総合システム」（J-STAGE）にて
公開されていますので，閲覧ください．
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⃝表紙の写真⃝	溶射遺産第7号　ハード工業有限会社が保有する高速フレーム溶射の黎明期に導入し現在も保有する初期のHVAF溶射装置
1993年製造

本装置はブラウニング氏が開発し，そのライセンスを得たコーケンテクノの故秋元和男氏から導入した装置であります．当時は高速フ
レーム溶射の黎明期にあたり，酸素支燃式の高速フレーム溶射機（HVOF）であるジェットコートが主流でした．一方，本装置は酸素を点
火時のみ使い暖気運転後は完全に空気と灯油での運転が可能な空気支燃式の高速フレーム溶射機（HVAF）の為，非常に低コストでの製
膜が出来ました．但し当時は歩留まりが30％程度で現在の装置の様に50％以上になるのはもう少しあとの時代となります．現代の装置
へと発展させた功労者である故ブラウニング氏，秋元和男氏に哀悼の意を込めて溶射遺産の認定を感謝致します．溶射遺産第７号の詳細
は溶射第57巻第3号144-145頁を参照ください．	 （元ハード工業代表取締役会長 現、株式会社カネク醸造代表取締役　山形　琢一）

掲載済みの論文のうち最近のものは，（独）科学技術振興機構（JST）「科学技術情報発信・流通総合システム」（J-STAGE）にて
公開されていますので，閲覧ください．
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⃝表紙の写真⃝	3Dプリンターの砂型造形への適用による鋳造品と鋳造技術の高度化
インクジェットの技術を用いた3Dプリンターにより鋳型を直接造形する技術により航空機エンジンのギヤボックス部材についてギヤ
を保持する機構と冷却，潤滑，油圧の配管を一体化して試作した事例．詳細は解説「3Dプリンターの砂型造形への適用による鋳造品
と鋳造技術の高度化」を参照．	 　（提供：TANIDA株式会社，ものつくり大学　岡根　利光）

掲載済みの論文のうち最近のものは，（独）科学技術振興機構（JST）「科学技術情報発信・流通総合システム」（J-STAGE）にて
公開されていますので，閲覧ください．
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一般社団法人 日本溶射学会
　特許法第30条の規定に基づく学術団体
本　　　　　部　〒577-0809 大阪府東大阪市永和2-2-29　永和ビル1号館4階
関　東　支　部　〒183-8511 東京都府中市東芝町1番地　東芝インフラシステムズ㈱　インフラシステム技術開発センター
中　部　支　部　〒441-8580 豊橋市天伯町雲雀ケ丘1-1　豊橋技術科学大学　工学部機械工学系
西 日 本 支 部　〒594-1157 和泉市あゆみ野2-7-1　大阪産業技術研究所　金属表面処理研究部
九　州　支　部　〒890-0065 鹿児島市郡元1-21-40　鹿児島大学　工学部機械工学科

⃝表紙の写真⃝	積層構造皮膜の作製に向けた高速フレーム溶射と打ち抜き加工の融合による新規溶射法の実証
溶射膜中に添加する材料を箔の状態で用意し，飛翔粒子による微視的な箔の打ち抜き加工を溶射プロセスに組み込むことで，機能材料
の溶射膜中への分散添加と皮膜構造の制御を行う新プロセスを検証したプロセス原理図，CAE解析結果，打ち抜き加工後の箔の状態．
詳細は本号掲載の研究論文を参照．	 　（道垣内将司，児玉直樹，小松原聡，福田健一，多野竜司）

掲載済みの論文のうち最近のものは，（独）科学技術振興機構（JST）「科学技術情報発信・流通総合システム」（J-STAGE）にて
公開されていますので，閲覧ください．
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